
● 東京モノレール「天王洲アイル 」中央口よりスカイウォークで直結
（浜松町駅より東京モノレール5分）

● りんかい線「天王洲アイル」 B出口よりスカイウォークで直結
（りんかい線大崎駅より8分、新木場駅より10分、JR埼京線直通）

● 品川駅より徒歩12分、バスにて5分

【アクセス】

　                   【　治平組展2022　】
会　期： ２０２２年３月２８日（月）～４月１５日（金）８：３０ ～ ２０：００   　　　　

会　場： 天王洲セントラルタワー1F・アートホール 
（ https://www.e-tennoz.com/areaguidance/arthall.html ）

観 覧 料 :  無料

展覧会場： 天王洲セントラルタワー1Ｆ・アートホール

住　　所： 〒140-0002　東京都品川区東品川2-2-24

電　　話： 03-5462-8811

【協　　力】中川特殊鋼株式会社

※土・日・祝日休館
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本展覧会は昭和 55 年度（1980 年）東京芸術大学美術学部工芸科入学
の同期生と当時担当教官となった鈴木治平先生との出会いから生まれた
“治平組” を源流とし、平成 2 年（1990 年）「治平組展（半生会）」と
命名し第一回展を開催いたしました。
様々な形で社会に船出していった仲間の “今” を切り取る、という
コンセプトのもと、純粋な美術作品から工業製品、インスタレーション等、
既存の形式にとらわれない形での展示を行いました。
その後平成 9 年（1997 年）に「第 2 回治平組展」を開催いたしました
が、一部有志による派生展を除き、純粋な治平組展としてはその後
なかなか実現することができず現在に至りました。
この度、第一回治平組展開催時に会場を提供して頂きました中川特殊鋼様
のご協力を、再度頂くことが叶い、令和の「治平組展 2022」の開催が
実現いたしました。
37 年前に日本の伝統的な技法と精神を学び、バブル経済真っ盛りの
世の中に船出して行った若者たちが、目まぐるしく変化する時代の波を
超え、どう変わったのか、変わらなかったのか。
一つのサンプリング地点として観測していただければ幸いです。
また、今回の展示では鈴木治平先生（御歳 96 歳）の最新作の展示も予定しております。

鈴木 治平 / 豊福 誠 / 浅香 和美 / 阿部 裕之 / 伊藤 信明 / 扇原 康成 / 柿崎 隆之 /
窪田 啓子 / 小畠 泰明 / 桜田 知文 / 沢田 均 / 高橋 誠一 / 谷岡 靖則 / 西 由三 /
橋詰 正英 / 馬場 省吾 / 三上 亮 / 望月 集 / 渡邉 林太郎 / 陰里 寿朗 / 小林 健太 / 

出 展 作 家

春のアートホール
Art Hall in spring


